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【 請 求 項 １ 】
ト ロ カ ー ル ポ ー ト を 通 る 使 用 の た め の 開 創 器 で あ っ て ：
　 少 な く と も 、 第 １ の 機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス を 有 す る 第 １ の セ ク シ ョ ン お よ び 該 第 １ の
機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス を 係 合 す る た め の 第 ２ の 機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス を 有 す る 第 ２ の
セ ク シ ョ ン を 有 す る シ ャ フ ト で あ っ て 、 該 第 １ の セ ク シ ョ ン お よ び 第 ２ の セ ク シ ョ ン が 、
該 シ ャ フ ト を 通 っ て 規 定 さ れ る 軸 に 沿 い 、 か つ 該 第 １ の 機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス が 該 第 ２
の 機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス か ら 脱 係 合 さ れ て い る 第 １ の ほ ぼ 長 軸 方 向 に 整 列 さ れ た 形 態 か
ら 、 該 第 ２ の セ ク シ ョ ン が 該 シ ャ フ ト の 長 軸 に 対 し て 所 定 の 角 度 で 配 置 さ れ 、 か つ 該 第 １
の 機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス が 、 該 第 ２ の 機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス と 係 合 し て い る 第 ２ の 形
態 ま で 選 択 的 に 移 動 可 能 で あ る 、 シ ャ フ ト ； お よ び
　 該 シ ャ フ ト を 通 じ て 延 び 、 か つ 該 第 ２ の セ ク シ ョ ン に 作 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 少
な く と も １ つ の ケ ー ブ ル で あ っ て 、 該 ケ ー ブ ル の 選 択 的 移 行 に 際 し 、 該 第 ２ の セ ク シ ョ ン
を 、 該 第 １ の 形 態 か ら 第 ２ の 形 態 に 移 動 す る よ う に 該 遠 隔 か ら 作 動 可 能 で あ る ケ ー ブ ル を
備 え る 、 開 創 器 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ の 形 態 か ら 第 ２ の 形 態 へ の 移 行 に 際 し 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 機 械 的 イ ン タ ー フ
ェ ー ス が 協 働 し て 前 記 第 １ の セ ク シ ョ ン お よ び 第 ２ の セ ク シ ョ ン を 整 列 し 、 か つ 該 第 １ お
よ び 第 ２ の セ ク シ ョ ン を 互 い に 係 合 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 開 創 器 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ の セ ク シ ョ ン が カ ム 様 イ ン タ ー フ ェ ー ス を 含 み 、 そ し て 前 記 第 ２ の セ ク シ ョ ン が
、 前 記 ケ ー ブ ル の 作 動 な ら び に 該 第 １ の セ ク シ ョ ン お よ び 該 第 １ の セ ク シ ョ ン の 前 記 第 １
の 形 態 か ら 第 ２ の 形 態 へ の 移 動 に 際 し 互 い に 回 転 可 能 か つ 移 行 可 能 に 係 合 す る 相 補 的 カ ム
様 イ ン タ ー フ ェ ー ス を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 開 創 器 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 シ ャ フ ト が 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の セ ク シ ョ ン を 収 容 す る 外 部 ス リ ー ブ を 含 む 、 請 求
項 １ に 記 載 の 開 創 器 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 １ の セ ク シ ョ ン お よ び 第 ２ の セ ク シ ョ ン の 少 な く と も １ つ が 、 該 第 １ の セ ク シ ョ ン
お よ び 第 ２ の セ ク シ ョ ン の 他 方 内 に 配 置 さ れ た 対 応 す る 凹 部 を 係 合 す る ト ン グ を 含 み 、 前



記 第 １ の 形 態 か ら 前 記 少 な く と も １ つ の さ ら な る 第 ２ の 形 態 へ の 移 動 の 間 に 、 互 い に 対 す
る 該 第 １ の セ ク シ ョ ン お よ び 第 ２ の セ ク シ ョ ン の 整 列 お よ び 係 合 を 容 易 に す る 、 請 求 項 １
に 記 載 の 開 創 器 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 １ の セ ク シ ョ ン と 第 ２ の セ ク シ ョ ン と の 間 に 配 置 さ れ た ヒ ン ジ を さ ら に 含 む 、 請 求
項 １ に 記 載 の 開 創 器 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 １ の セ ク シ ョ ン と 第 ２ の セ ク シ ョ ン と の 間 に 配 置 さ れ た 一 体 ヒ ン ジ を さ ら に 備 え る
、 請 求 項 １ に 記 載 の 開 創 器 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 第 １ の セ ク シ ョ ン お よ び 第 ２ の セ ク シ ョ ン の う ち の １ つ が 、 前 記 少 な く と も １ つ の さ
ら な る 第 ２ の 形 態 に 配 置 さ れ る と き 、 該 第 １ の セ ク シ ョ ン と 第 ２ の セ ク シ ョ ン と の 角 度 配
置 を 制 御 す る た め の ス ト ッ プ を 含 む 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 開 創 器 。
【 請 求 項 ９ 】
器 官 開 創 器 で あ っ て ：
　 チ ュ ー ブ で あ っ て 、 そ れ を 通 じ て 延 び 、 か つ 長 軸 を 規 定 す る 管 腔 を 有 す る チ ュ ー ブ ； お
よ び
　 該 チ ュ ー ブ の 管 腔 内 に 配 置 さ れ る 遠 位 セ ク シ ョ ン 、 中 間 セ ク シ ョ ン お よ び 近 位 セ ク シ ョ
ン を 備 え 、 こ こ で 、 該 第 遠 位 セ ク シ ョ ン 、 中 間 セ ク シ ョ ン お よ び 近 位 セ ク シ ョ ン が 該 長 軸
と 実 質 的 に 整 列 さ れ 、 そ し て 互 い と 分 離 し て い る 第 １ の 形 態 、 お よ び 該 中 間 セ ク シ ョ ン と
該 遠 位 セ ク シ ョ ン と が 、 該 遠 位 セ ク シ ョ ン が 該 長 軸 に 対 し て 所 定 角 度 で 配 置 さ れ る よ う に
互 い と 係 合 さ れ る 少 な く と も １ の 第 ２ の 形 態 を 有 す る 、 器 官 開 創 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 近 位 セ ク シ ョ ン お よ び 中 間 セ ク シ ョ ン を 通 じ て 延 び 、 そ し て 前 記 遠 位 セ ク シ ョ ン に 作
動 可 能 に 固 定 さ れ る 第 １ の ケ ー ブ ル を さ ら に 備 え 、 こ こ で 、 該 第 １ の ケ ー ブ ル の 近 位 方 向
に お け る 移 行 が 、 該 遠 位 セ ク シ ョ ン を 、 該 長 軸 に 対 し て 所 定 の 角 度 で 該 中 間 セ ク シ ョ ン を
作 動 可 能 に 係 合 さ せ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 器 官 開 創 器 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 近 位 セ ク シ ョ ン を 通 じ て 延 び 、 そ し て 前 記 中 間 セ ク シ ョ ン に 作 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ
る 第 ２ の ケ ー ブ ル を さ ら に 備 え 、 こ こ で 、 前 記 第 １ の ケ ー ブ ル ま た は 該 第 ２ の ケ ー ブ ル の
少 な く と も １ つ の 近 位 方 向 に お け る 移 行 が 、 該 中 間 セ ク シ ョ ン が 該 近 位 セ ク シ ョ ン を 作 動
可 能 に 係 合 す る よ う に す る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 器 官 開 創 器 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 遠 位 セ ク シ ョ ン が 、 そ の 近 位 端 に 形 成 さ れ た 少 な く と も １ つ の 第 １ の 機 械 的 イ ン タ ー
フ ェ ー ス を 含 み 、 そ し て 前 記 中 間 セ ク シ ョ ン が 、 そ の 側 面 上 に 形 成 さ れ た 少 な く と も １ つ
の 第 ２ の 機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス を 含 み 、 該 第 ２ の 機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス が 該 第 １ の 機
械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス と 相 補 的 で あ り 、 こ こ で 、 該 遠 位 セ ク シ ョ ン お よ び 中 間 セ ク シ ョ ン
が 互 い に 係 合 す る と き 、 該 第 １ の 機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス お よ び 第 ２ の 機 械 的 イ ン タ ー フ
ェ ー ス が 、 該 遠 位 セ ク シ ョ ン を 前 記 長 軸 に 対 し て 所 定 角 度 で 維 持 す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載
の 器 官 開 創 器 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 近 位 セ ク シ ョ ン が 、 そ の 遠 位 端 に 形 成 さ れ た 少 な く と も １ つ の 第 ３ の 機 械 的 イ ン タ ー
フ ェ ー ス を 含 み 、 そ し て 前 記 中 間 セ ク シ ョ ン が 、 そ の 近 位 端 に 形 成 さ れ た 少 な く と も １ つ
の 第 ４ の 機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス を 含 み 、 該 第 ４ の 機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス が 、 該 第 ３ の
機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス に 相 補 的 で あ り 、 こ こ で 、 該 近 位 セ ク シ ョ ン お よ び 中 間 セ ク シ ョ
ン が 互 い に 係 合 す る と き 、 該 第 ３ の 機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス お よ び 第 ４ の イ ン タ ー フ ェ ー
ス が 、 該 近 位 セ ク シ ョ ン お よ び 中 間 セ ク シ ョ ン を 前 記 長 軸 と 実 質 的 に 整 列 し て 維 持 す る 、
請 求 項 １ ２ に 記 載 の 器 官 開 創 器 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 近 位 セ ク シ ョ ン が 、 そ れ を 通 じ て 延 び る 少 な く と も １ つ の 長 軸 方 向 に 配 向 さ れ た 通 路
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を 含 み 、 こ こ で 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ケ ー ブ ル が 該 少 な く と も １ つ の 長 軸 方 向 の 通 路 を
通 っ て 延 び る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 器 官 開 創 器 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 中 間 セ ク シ ョ ン が 、 そ れ を 通 っ て 延 び る 実 質 的 に 角 度 を も つ 通 路 、 該 中 間 セ ク シ ョ ン
の 近 位 表 面 上 の 角 度 を も つ 通 路 の 第 １ の 部 分 、 お よ び 該 中 間 セ ク シ ョ ン の 側 面 上 の 角 度 を
も つ 通 路 開 口 の 第 ２ の 部 分 を 含 み 、 こ こ で 、 前 記 第 ２ の ケ ー ブ ル が 該 角 度 を も つ 通 路 を 通
じ て 延 び る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 器 官 開 創 器 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 中 間 セ ク シ ョ ン の 第 ２ の 機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス が ソ ケ ッ ト の 形 状 で あ り 、 そ し て こ
こ で 、 前 記 遠 位 セ ク シ ョ ン の 第 １ の 機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス が 、 そ れ か ら 延 び る ト ン グ 様
部 材 の 形 状 で あ っ て 、 か つ 前 記 近 位 セ ク シ ョ ン 中 に 形 成 さ れ る ソ ケ ッ ト に 相 補 的 で あ る 、
請 求 項 １ ２ に 記 載 の 器 官 開 創 器 。
【 請 求 項 １ ７ 】
リ ボ ン の 形 状 に あ る ケ ー ブ ル が 、 前 記 近 位 セ ク シ ョ ン お よ び 前 記 中 間 セ ク シ ョ ン を 通 っ て
延 び 、 そ し て 前 記 遠 位 セ ク シ ョ ン に 固 定 さ れ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 器 官 開 創 器 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 中 間 セ ク シ ョ ン の 第 ２ の 機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス が 、 ら せ ん 状 カ ム 表 面 を 含 み 、 そ し
て こ こ で 、 前 記 遠 位 セ ク シ ョ ン の 第 １ の 機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス が 、 前 記 近 位 セ ク シ ョ ン
の ら せ ん 状 カ ム 表 面 に 相 補 的 で あ る ら せ ん 状 カ ム 表 面 を 含 む 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 器 官 開
創 器 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 近 位 セ ク シ ョ ン の 第 ３ の 機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス お よ び 前 記 中 間 セ ク シ ョ ン の 第 ４ の
機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス の 各 々 が 、 互 い に 交 差 す る ら せ ん 状 カ ム 表 面 を 備 え る 、 請 求 項 １
２ に 記 載 の 器 官 開 創 器 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 チ ュ ー ブ が 、 可 撓 性 材 料 か ら 製 作 さ れ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 器 官 開 創 器 。
【 請 求 項 ２ １ 】
開 創 器 で あ っ て ：
　 長 軸 を 規 定 す る 細 長 い シ ャ フ ト で あ っ て 、 互 い に 回 動 可 能 に 接 続 さ れ る 第 １ の セ ク シ ョ
ン お よ び 第 ２ の セ ク シ ョ ン を 有 す る シ ャ フ ト ； お よ び
　 該 第 １ の セ ク シ ョ ン を 通 っ て 伸 び 、 か つ 該 開 創 器 を 第 １ の 形 態 か ら 少 な く と も １ つ の 第
２ の 形 態 に 操 作 す る た め に 該 第 ２ の セ ク シ ョ ン に 作 動 可 能 に 接 続 さ れ る 第 １ の ケ ー ブ ル を
備 え 、 こ こ で 、 該 第 １ の 形 態 に お い て 、 該 第 １ の セ ク シ ョ ン お よ び 第 ２ の セ ク シ ョ ン が 、
該 長 軸 と 実 質 的 に 整 列 さ れ 、 そ し て 該 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 形 態 に お い て 、 該 第 ２ の セ
ク シ ョ ン が 該 長 軸 に 対 し て 所 定 の 角 度 に あ る 、 器 官 開 創 器 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 第 ２ の セ ク シ ョ ン が 、 機 械 的 ヒ ン ジ に よ っ て 前 記 第 １ の セ ク シ ョ ン に 回 動 可 能 に 接 続
さ れ る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 器 官 開 創 器 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 第 ２ の セ ク シ ョ ン が 、 一 体 ヒ ン ジ に よ っ て 前 記 第 １ の セ ク シ ョ ン に 回 動 可 能 に 接 続 さ
れ る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 器 官 開 創 器 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
前 記 第 １ の セ ク シ ョ ン が 遠 位 表 面 を 有 し 、 そ し て 前 記 第 ２ の セ ク シ ョ ン が 近 位 表 面 を 有 し
、 該 遠 位 表 面 が 該 第 ２ の セ ク シ ョ ン の 近 位 表 面 に 面 す る 角 度 を も つ 表 面 を 備 え る 、 請 求 項
２ １ に 記 載 の 器 官 開 創 器 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
前 記 第 １ の セ ク シ ョ ン お よ び 第 ２ の セ ク シ ョ ン 間 に 延 び る フ ィ ル ム を さ ら に 含 む 、 請 求 項
２ ４ に 記 載 の 器 官 開 創 器 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
前 記 遠 位 表 面 お よ び 近 位 表 面 の 少 な く と も １ つ 上 に 提 供 さ れ る 少 な く と も １ つ の ス ト ッ プ
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部 材 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 器 官 開 創 器 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
さ ら に ：
　 前 記 第 ２ の セ ク シ ョ ン に 回 動 可 能 に 接 続 さ れ た 第 ３ の セ ク シ ョ ン ； お よ び
　 前 記 第 １ の セ ク シ ョ ン お よ び 該 第 ２ の セ ク シ ョ ン を 通 じ て 延 び 、 そ し て 前 記 開 創 器 を 前
記 第 １ の 形 態 か ら 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 形 態 に 操 作 す る た め に 該 第 ３ の セ ク シ ョ ン に 作
動 可 能 に 接 続 さ れ る 第 ２ の ケ ー ブ ル を 備 え る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 器 官 開 創 器 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
前 記 第 １ の セ ク シ ョ ン 上 に 提 供 さ れ る 第 １ の 機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス 、 該 第 １ の 機 械 的 イ
ン タ ー フ ェ ー ス を 係 合 す る た め に 前 記 第 ２ の セ ク シ ョ ン 上 に 提 供 さ れ る 第 ２ の 機 械 的 イ ン
タ ー フ ェ ー ス 、 該 第 ２ の セ ク シ ョ ン 上 に 提 供 さ れ る 第 ３ の 機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス 、 お よ
び 該 第 ３ の 機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス を 係 合 す る た め に 前 記 第 ３ の セ ク シ ョ ン 上 の 第 ４ の 機
械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 器 官 開 創 器 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
開 創 器 で あ っ て ：
　 シ ャ フ ト を 規 定 す る 複 数 の セ ク シ ョ ン を 備 え 、 該 セ ク シ ョ ン の 各 々 が 隣 接 す る セ ク シ ョ
ン を 係 合 す る た め の 機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス を 有 し 、 各 セ ク シ ョ ン が 、 隣 接 す る セ ク シ ョ
ン と 長 軸 方 向 整 列 に あ る 第 １ の 位 置 と 、 該 第 １ の 位 置 か ら 、 該 セ ク シ ョ ン が 組 織 を 係 合 す
る た め に 実 質 的 に 閉 じ た 形 状 を 形 成 す る よ う に ず れ た 第 ２ の 位 置 と を 有 す る 、 開 創 器 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
前 記 セ ク シ ョ ン の 少 な く と も １ つ が 、 隣 接 す る セ ク シ ョ ン に あ る ス ロ ッ ト を 係 合 す る た め
の ト ン グ を 含 む 、 請 求 項 に 記 載 の 開 創 器 。
【 請 求 項 ３ １ 】
前 記 複 数 の セ ク シ ョ ン の 少 な く と も 第 １ の セ ク シ ョ ン に 取 り 付 け ら れ 、 か つ 該 複 数 の セ ク
シ ョ ン の 少 な く と も 第 ２ の セ ク シ ョ ン 中 の 通 路 中 に 配 置 さ れ る 第 １ の ケ ー ブ ル を さ ら に 備
え 、 そ し て 該 第 １ の ケ ー ブ ル が 、 該 第 １ の ケ ー ブ ル が 近 位 方 向 に 引 か れ る と き 第 ２ の セ ク
シ ョ ン に 対 し て 該 第 １ の セ ク シ ョ ン を 移 動 す る た め に 整 列 さ れ 、 該 シ ャ フ ト の 長 軸 か ら 第
１ の 方 向 に ず れ る 、 請 求 項 に 記 載 の 開 創 器 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
前 記 開 創 器 を 前 記 第 １ の 位 置 に 戻 す た め に 、 前 記 長 軸 か ら 第 ２ の 方 向 に ず れ る 第 ２ の ケ ー
ブ ル を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 に 記 載 の 開 創 器 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
前 記 複 数 の セ ク シ ョ ン の 第 １ の セ ク シ ョ ン と 該 複 数 の セ ク シ ョ ン の 第 ２ の セ ク シ ョ ン と の
間 に 配 置 さ れ た ヒ ン ジ を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 に 記 載 の 開 創 器 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
前 記 ヒ ン ジ が 一 体 ヒ ン ジ を 備 え る 、 請 求 項 に 記 載 の 開 創 器 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 第 １ の セ ク シ ョ ン お よ び 第 ２ の セ ク シ ョ ン の 少 な く と も １ つ は 、 該 第 １ の セ ク シ ョ
ン お よ び 第 ２ の セ ク シ ョ ン の 他 方 内 に 配 置 さ れ た 対 応 す る 凹 部 を 係 合 す る ト ン グ を 含 み 得
る 。 こ の ン グ は 、 望 ま し く は 、 前 記 第 １ の 形 態 か ら 前 記 少 な く と も １ つ の さ ら な る 第 ２
の 形 態 へ の 移 動 の 間 に 、 互 い に 対 す る 該 第 １ の セ ク シ ョ ン お よ び 第 ２ の セ ク シ ョ ン の 整 列
お よ び 係 合 を 容 易 に す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 開 示 の 別 の 局 面 に よ れ ば 、 上 記 器 官 開 創 器 は 、 長 軸 を 規 定 す る 細 長 い シ ャ フ ト で あ っ
て 、 互 い に 回 動 可 能 に 接 続 さ れ る 第 １ の セ ク シ ョ ン お よ び 第 ２ の セ ク シ ョ ン を 有 す る シ ャ
フ ト 、 お よ び 該 第 １ の セ ク シ ョ ン を 通 っ て 伸 び 、 か つ 上 記 第 ２ の セ ク シ ョ ン に 作 動 可 能 に
接 続 さ れ る 第 １ の ケ ー ブ ル を 含 む 。 こ の 第 １ の ケ ー ブ ル は 、 上 記 開 創 器 を 、 第 １ の 形 態 か
ら 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 形 態 に 操 作 す る た め に 用 い ら れ 。 該 第 １ の 形 態 で は 、 該 第 １
の セ ク シ ョ ン お よ び 第 ２ の セ ク シ ョ ン は 、 該 長 軸 と 実 質 的 に 整 列 さ れ 、 そ の 一 方 、 該 少 な
く と も １ つ の 第 ２ の 形 態 で は 、 該 第 ２ の セ ク シ ョ ン は 、 該 長 軸 に 対 し て 所 定 の 角 度 に あ る
。 上 記 第 ２ の セ ク シ ョ ン は 、 機 械 的 ヒ ン ジ お よ び ／ ま た は 一 体 ヒ ン ジ に よ っ て 前 記 第 １ の
セ ク シ ョ ン に 回 動 可 能 に 接 続 さ れ 得 る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 １ セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ｃ は 、 そ の 近 位 端 １ ２ ５ に 形 成 さ れ る 第 １ の 機 械 的 イ ン タ ー フ ェ
ー ス １ ２ ６ を 含 み 、 こ れ は 、 望 ま し く は 第 ２ セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ｂ の 側 面 １ ２ ２ 中 に 形 成 さ
れ る 対 応 お よ び ／ ま た は 相 補 的 な 第 ２ の 機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ２ ４ と 係 合 可 能 で あ る
形 態 お よ び 寸 法 で あ る 。 同 様 に 、 第 ３ セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ａ は 、 そ の 遠 位 端 １ ２ ８ に 形 成 さ
れ た 第 ３ の 機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス を 含 み 、 こ れ は 、 望 ま し く は 第 ２ セ ク シ ョ ン １
０ ４ ｂ の 近 位 端 １ ３ ０ 中 に 形 成 さ れ る 対 応 お よ び ／ ま た は 相 補 的 な 第 ４ の 機 械 的 イ ン タ ー
フ ェ ー ス １ ２ ２ と 係 合 可 能 で あ る 形 態 お よ び 寸 法 で あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 開 創 器 １ ０ ０ は 、 第 ３ セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ａ 中 に 形 成 さ れ る 長 軸 方 向 に 配 向 さ れ た 通 路 １
０ ５ ａ を 通 り 、 Ｌ 形 状 通 路 １ ０ ５ ｂ の 近 位 の 長 軸 方 向 に 配 向 さ れ た 部 分 を 通 第 ２ セ ク
シ ョ ン １ ０ ４ ｂ 中 に 、 そ し て Ｌ 形 状 通 路 １ ０ ５ ｂ の 半 径 方 向 に 配 向 さ れ た 部 分 を 通 っ て 第
２ セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ｂ の 外 に 延 び 、 そ し て 第 １ セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ｃ 中 に 形 成 さ れ 、 そ し て
そ れ か ら 近 位 方 向 に 延 び る ボ ア １ ０ ５ ｃ 中 に 好 ま し く は 位 置 す る 取 り 付 け 点 １ ３ ４ に 固 定
さ れ る 第 １ の ケ ー ブ ル １ ０ ６ ａ を 含 む 。 開 創 器 は 、 さ ら に 、 第 ３ セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ａ の 通
路 １ ０ ５ ａ を 通 っ て 延 び 、 そ し て 好 ま し く は Ｌ 形 状 通 路 １ ０ ５ ｂ 内 に 位 置 す る 取 付 け 点 １
３ ２ で 第 ２ セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ｂ に 固 定 さ れ る 第 ２ の ケ ー ブ ル １ ０ ６ ｂ を 含 む 。 ケ ー ブ ル １
０ ６ ａ お よ び １ ０ ６ ｂ は 、 上 記 第 １ の 形 態 と 第 ２ の 形 態 と の 間 で 開 創 器 １ ０ ０ の 操 作 を 達
成 す る 外 科 医 に よ り 遠 隔 か ら 移 行 可 能 で あ る 。 一 連 の ケ ー ブ ル ガ イ ド １ ４ ２ が 、 セ ク シ ョ
ン １ ０ ４ ａ 、 １ ０ ４ ｂ お よ び １ ０ ４ ｃ を 通 り 、 お よ び ／ ま た は そ の 中 に ケ ー ブ ル １ ０ ６ ａ
お よ び １ ０ ６ ｂ の 移 行 を 容 易 に す る た め に 用 い ら れ 得 る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 使 用 に お い て 、 そ し て 図 １ Ａ ～ １ Ｃ に 最 も 良 く 示 さ れ る よ う に 、 開 創 器 １ ０ ０ は 、 最 初

(5) JP 2006-501953 A5 2006.11.24

る

１ ２ ０

っ て



、 図 １ Ａ に 示 さ れ る よ う な 形 態 と さ れ （ 例 え ば 、 セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ａ ～ １ ０ ４ ｃ 、 長 軸
方 向 軸 「 Ａ 」 に 沿 っ て 互 い に 実 質 的 に 長 軸 方 向 に 整 列 さ れ る ） 、 ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ １
０ を 通 る 開 創 器 １ ０ ０ の 挿 入 を 容 易 に す る 。 一 旦 、 開 創 器 １ ０ ０ が 、 ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ
リ １ ０ を 通 り 、 手 術 部 位 中 に 、 所 望 お よ び ／ ま た は 十 分 な 距 離 挿 入 さ れ る と 、 外 科 医 は 、
第 １ の ケ ー ブ ル １ ０ ６ ａ を 遠 隔 か ら 作 動 し （ 例 え ば 、 第 １ の ケ ー ブ ル １ ０ ６ ａ を 近 位 方 向
に 引 っ 張 る ） 、 そ れ に よ っ て 第 １ セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ｃ を 矢 印 「 Ｂ 」 の 方 向 に 回 転 し 、 第 ２
セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ｂ の 側 面 と の 係 合 に ス ラ イ ド お よ び ／ ま た は 位 置 決 め さ れ る よ う に す る
。 よ り 詳 細 に は 、 ケ ー ブ ル １ ０ ６ ａ を 引 く こ と に よ り 、 第 １ セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ｃ は 、 第 ２
セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ｂ に 対 し 、 ２ 対 の 対 向 す る 機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス 、 す な わ ち 、 第 ２ セ
ク シ ョ ン １ ０ ４ ｂ の イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ２ ４ 、 お よ び 第 １ セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ｃ の イ ン タ ー
フ ェ ー ス １ ２ ６ が 互 い に 係 合 し 、 第 １ セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ｃ を 第 ２ セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ｂ に 対
し て 好 ま し く は 直 交 配 向 で あ る 所 定 角 度 に 位 置 決 め す る よ う に 位 置 決 め さ れ る 。 ケ ー ブ ル
１ ０ ６ ａ は 、 遠 位 端 １ ０ １ を 開 創 さ れ る べ き 器 官 ま た は 組 織 に 隣 接 し て 配 置 し た 後 、 こ の
ケ ー ブ ル が 第 １ セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ｃ お よ び 器 官 ま た は 組 織 を 同 時 に 移 動 す る よ う に 作 動 さ
れ 得 る 。 あ る い は 、 こ の 開 創 器 は 、 第 ２ の 形 態 に 移 動 さ れ 得 、 そ し て 次 に 開 創 さ れ る べ き
器 官 ま た は 組 織 と 係 合 さ れ る 。 次 に 、 開 創 器 １ ０ ０ は 、 器 官 ま た は 組 織 に 移 動 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 一 旦 、 第 １ セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ｃ が 中 間 セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ｂ と 係 合 さ れ る と 、 外 科 医 は 、
第 ２ ケ ー ブ ル １ ０ ６ ｂ を 遠 隔 か ら 作 動 し （ 例 え ば 、 第 ２ ケ ー ブ ル １ ０ ６ ｂ を 近 位 方 向 に 引
く ） 、 そ れ に よ っ て 、 第 ２ セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ｂ を 移 行 し 、 お よ び ／ ま た は 長 軸 方 向 軸 「 Ａ
」 に 沿 っ て 近 位 セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ａ と の 係 合 に 位 置 決 め す る 。 特 に 、 図 １ Ｃ に 最 も 良 く 見
ら れ る よ う に 、 ケ ー ブ ル １ ０ ６ ｂ を 引 く こ と に よ り 、 第 ２ セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ｂ は 、 第 ３ セ
ク シ ョ ン １ ０ ４ ａ に 対 し 、 図 １ Ｃ に 最 も 良 く 観 察 さ れ る よ う に 、 ２ 対 の 対 向 す る 機 械 的 イ
ン タ ー フ ェ ー ス 、 す な わ ち 、 第 ３ セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ａ の 対 １ ２ ０ 、 お よ び 第 ２ セ ク シ ョ ン
１ ０ ４ ｂ の 対 １ ２ ２ が 、 互 い に 係 合 し て 第 ３ セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ａ に 対 し て 第 ２ セ ク シ ョ ン
１ ０ ４ ｂ を 整 列 か つ 固 定 す る よ う に 位 置 決 め さ れ る 。 ケ ー ブ ル １ ０ ６ ｂ は 、 次 い で ロ ッ ク
さ れ 得 、 開 創 目 的 の た め に 、 第 ２ セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ｂ を 第 ３ セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ａ に 対 し て
固 定 し て 取 り 付 け る 。 第 １ セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ｃ 、 第 ２ セ ク シ ョ ン １ ０ ４ ｂ お よ び 第 ３ セ ク
シ ョ ン １ ０ ４ ａ は 、 ケ ー ブ ル １ ０ ６ ａ お よ び １ ０ ６ ｂ を 放 す る こ と に よ り 、 こ れ ら セ ク
シ ョ ン が 戻 り 、 お よ び ／ ま た は 重 力 の 作 用 の 下 で 初 期 形 態 に 自 由 に 戻 る よ う に 係 合 を 解 か
れ 得 る 。 次 い で 、 開 創 器 １ ０ ０ は 、 ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ １ ０ か ら 移 動 さ れ 得 る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ こ で 、 図 ２ Ａ お よ び ２ Ｂ を 参 照 し て 、 本 開 示 に よ る 内 視 鏡 開 創 器 の 別 の 実 施 形 態 が 、
一 般 に 参 照 番 号 ５ ０ ０ と し て 示 さ れ る 。 器 官 開 創 器 ５ ０ ０ は 、 第 １ お よ び 第 ２ セ ク シ ョ ン
５ ０ ４ ａ お よ び ５ ０ ４ ｂ を そ れ ぞ れ 有 す る 細 長 い シ ャ フ ト ５ ０ ４ を 含 み 、 好 ま し く は ヒ ン
ジ ５ ２ ２ で あ る 回 動 部 材 に よ っ て 互 い に 回 動 可 能 に 接 続 さ れ る 。 好 ま し く は 、 フ ィ ル ム ５
２ ５ が 、 第 １ お よ び 第 ２ セ ク シ ョ ン ５ ０ ４ ａ と ５ ０ ４ ｂ と の 間 に 延 び 、 器 官 お よ び ／ ま た
は 組 織 が 、 第 １ セ ク シ ョ ン お よ び 第 ２ セ ク シ ョ ン ５ ０ ４ ａ 、 ５ ０ ４ ｂ の 間 に つ ま ま れ る 、
お よ び ／ ま た は 捕 ら わ れ る 感 受 性 を 減 少 す る 。 あ る い は 、 第 １ お よ び 第 ２ セ ク シ ョ ン ５ ０
４ ａ 、 ５ ０ ４ ｂ は 、 図 １ Ａ ～ １ Ｃ と 組 み 合 わ せ て 上 記 で 論 議 さ れ た よ う に 、 可 撓 性 チ ュ ー
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ブ に よ っ て 覆 わ れ 得 る 。 第 １ お よ び 第 ２ セ ク シ ョ ン ５ ０ ４ ａ お よ び ５ ０ ４ ｂ は 、 外 科 医 に
よ る ケ ー ブ ル ５ ０ ６ の 遠 隔 操 作 に 際 し 、 そ れ ら を 通 っ て 規 定 さ れ る 長 軸 方 向 軸 「 Ａ 」 に 関
し 、 お よ び ヒ ン ジ ５ ２ ２ の 周 り を 回 転 可 能 で あ る 。 よ り 詳 細 に は 、 図 ２ Ｂ に 見 ら れ る よ う
に 、 ケ ー ブ ル ５ ０ ６ は 、 点 ５ ３ ４ に お い て 第 ２ セ ク シ ョ ン ５ ０ ４ ｂ に 、 ケ ー ブ ル ５ ０ ６ の
選 択 的 移 行 （ 例 え ば 、 引 っ 張 る こ と ） が 、 第 ２ セ ク シ ョ ン ５ ０ ４ ｂ を ピ ボ ッ ト ５ ２ ２ の 周
り で 回 転 す る よ う に 固 定 さ れ る 。 認 識 さ 得 る よ う に 、 第 ２ セ ク シ ョ ン ５ ０ ４ ｂ は 、 特 定
の 目 的 に 依 存 し て 、 な ら び に 第 １ お よ び 第 ２ セ ク シ ョ ン ５ ０ ４ ａ お よ び ５ ０ ４ ｂ の 対 向 す
る 表 面 ５ １ ３ ａ 、 ５ １ ３ ｂ の 特 定 の 寸 法 お よ び 形 態 に そ れ ぞ れ 依 存 し て 長 軸 方 向 軸 「 Ａ 」
に 対 し て 種 々 の 角 度 「 ａ 」 に 回 転 さ れ 得 る 。 第 １ お よ び 第 ２ セ ク シ ョ ン ５ ０ ４ ａ 、 ５ ０ ４
ｂ の １ つ ま た は 両 方 は 、 そ れ ぞ れ 、 特 定 の 目 的 に 依 存 し て 、 ま た は 所 望 の 結 果 を 達 成 す る
た め に 、 第 １ セ ク シ ョ ン ５ ０ ４ ａ に 対 す る 第 ２ セ ク シ ョ ン ５ ０ ４ ｂ の 角 度 の 回 転 「 ａ 」 の
程 度 を 制 限 す る た め の ス ト ッ プ 部 材 ５ ５ ０ を 含 み 得 る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ こ で 、 図 ３ Ａ お よ Ｂ を 参 照 し て 、 本 開 示 の な お 別 の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 器 官 開
創 器 は 、 一 般 に ６ ０ ０ と し て 示 さ れ る 。 開 創 器 ６ ０ ０ は 、 「 一 体 ヒ ン ジ 」 ６ ２ ５ に よ っ て
相 互 接 続 さ れ る 第 １ お よ び 第 ２ セ ク シ ョ ン ６ ０ ４ ａ お よ び ６ ０ ４ ｂ を そ れ ぞ れ 有 す る 細 長
い シ ャ フ ト ６ ０ ４ を 含 む 。 「 一 体 ヒ ン ジ 」 は 、 ２ つ の 比 較 的 よ り 重 い お よ び ／ ま た は よ り
厚 い 壁 を 架 橋 し 、 し か も 機 械 的 ヒ ン ジ の 使 用 な く し て 繰 り 返 し て 曲 が る 能 力 を 提 供 す る プ
ラ ス チ ッ ク な ど の 比 較 的 薄 い 部 分 で あ る 。 第 １ お よ び 第 ２ セ ク シ ョ ン ６ ０ ４ ａ 、 ６ ０ ４ ｂ
は 、 外 科 医 に よ る ケ ー ブ ル ６ ０ ６ の 遠 隔 作 動 に 際 し 、 そ れ を 通 じ て 規 定 さ れ る 長 軸 方 向 軸
「 Ａ 」 に 対 し 、 か つ 想 像 上 の 回 動 点 ６ ２ ２ の 周 り を 回 転 可 能 で あ る 。 詳 細 に は 、 図 ３ Ｂ に
見 ら れ る よ う に 、 ケ ー ブ ル ６ ０ ６ は 、 第 ２ セ ク シ ョ ン ６ １ ４ ｂ に 点 ６ ３ ４ に お い て 、 ケ ー
ブ ル ６ ０ ６ の 選 択 的 移 行 （ 例 え ば 、 引 く こ と ） が 、 想 像 上 の 回 動 点 ６ ２ ２ の 周 り の 第 ２ セ
ク シ ョ ン ６ ０ ４ ｂ の 回 転 の 間 に 、 一 体 ヒ ン ジ ６ ２ ５ に 対 し て 第 ２ セ ク シ ョ ン ６ ０ ４ ｂ を ず
ら す よ う に 固 定 さ れ る 。 認 識 さ れ 得 る よ う に 、 第 ２ セ ク シ ョ ン ６ ０ ４ ｂ は 、 特 定 の 目 的 に
依 存 し て 、 長 軸 方 向 軸 「 Ａ 」 に 対 し て 種 々 の 角 度 「 ａ 」 に 回 転 さ れ 得 る 。 第 １ お よ び 第 ２
セ ク シ ョ ン ６ ０ ４ ａ 、 ６ ０ ４ ｂ そ れ ぞ れ の １ つ ま た は 両 方 は 、 特 定 の 目 的 に 依 存 し て 、 ま
た は 所 望 の 結 果 を 達 成 す る た め に 第 ２ セ ク シ ョ ン ６ ０ ４ ｂ の 角 度 回 転 の 程 度 「 ａ 」 を 制 限
す る た め の ス ト ッ プ 部 材 ６ ５ ０ を 含 み 得 る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ こ で 図 ４ Ａ ～ ４ Ｄ を 参 照 し て 、 本 開 示 に よ る 内 視 鏡 開 創 器 の 別 の 実 施 形 態 は 、 一 般 に
７ ０ ０ と し て 示 さ れ る 。 開 創 器 ７ ０ ０ は 、 好 ま し く は ヒ ン ジ （ 例 え ば 、 機 械 的 ヒ ン ジ 、 一
体 ヒ ン ジ な ど ） で あ る 回 動 部 材 ７ ２ ２ に よ っ て 互 い に 回 動 可 能 に 接 続 さ れ る 複 数 の セ ク シ
ョ ン ７ ０ ４ ａ ～ ７ ０ ４ ｅ を 有 す る 細 長 い シ ャ フ ト ７ ０ ４ を 含 む 。 開 創 器 ７ ０ ０ は 、 第 １ セ
ク シ ョ ン ７ ０ ４ ａ 、 第 ２ セ ク シ ョ ン ７ ０ ４ ｂ 、 第 ３ セ ク シ ョ ン ７ ０ ４ ｃ 、 第 ４ セ ク シ ョ ン
７ ０ ４ ｄ お よ び 第 ５ セ ク シ ョ ン ７ ０ ４ ｅ を 有 す る 。 し か し 、 当 業 者 は 、 よ り 少 な い 、 ま た
は よ り 多 い セ ク シ ョ ン が 用 い ら れ 得 る こ と を 認 識 す る 。 開 創 器 ７ ０ ０ は 、 第 セ ク シ ョ ン
７ ０ ４ ｅ の 側 面 を 通 り 、 セ ク シ ョ ン ７ ０ ４ ａ ～ ７ ０ ４ ｄ の 外 部 に 沿 っ て 延 び 、 そ し て 第
セ ク シ ョ ン ７ ０ ４ ａ の 外 表 面 に 固 定 さ れ る ケ ー ブ ル ７ ０ ６ を 含 む 。 セ ク シ ョ ン ７ ０ ４ の 各
々 は 、 長 軸 方 向 軸 「 Ａ 」 に 対 し 、 斜 め に 配 向 さ れ る と は 対 照 的 に 角 度 の あ る 近 位 端 ７ ２ ５
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お よ び 遠 位 端 ７ ２ ８ を 有 す る 。 図 ４ Ａ に 最 も 良 く 見 ら れ る よ う に 、 各 セ ク シ ョ ン ７ ０ ４ は
、 隣 接 す る セ ク シ ョ ン の 角 度 の あ る 近 位 端 ７ ２ ５ か ら 分 岐 す る 角 度 の あ る 遠 位 端 ７ ２ ８ を
有 す る 。 例 え ば 、 （ セ ク シ ョ ン ７ ０ ４ ｂ の ） 遠 位 端 ７ ２ ８ ｂ は 、 （ セ ク シ ョ ン ７ ０ ４ ａ ）
の 近 位 端 ７ ２ ５ ａ か ら 、 開 創 器 ７ ０ ０ の 第 １ の 側 面 ７ ２ ７ か ら 第 ２ の 側 面 ７ ２ ９ に 分 岐 す
る 。 こ の 角 度 の あ る 表 面 は 、 各 セ ク シ ョ ン が 隣 接 す る セ ク シ ョ ン に 対 し て 回 転 す る こ と を
可 能 に す る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ５ Ｃ に 見 ら れ る よ う に 、 第 １ お よ び 第 ２ セ ク シ ョ ン ８ ０ ４ ａ 、 ８ ０ ４ ｂ は 、 ト ン グ ８
０ ６ ａ 、 ８ ０ ６ ｂ を 通 じ て 延 び る 回 動 部 材 ８ １ ６ （ 例 え ば 回 動 ピ ン ） に よ っ て 一 緒 に 回 動
可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 好 ま し く は 、 第 １ お よ び 第 ２ セ ク シ ョ ン ８ ０ ４ ａ 、 ８ ０ ４ ｂ は 、
一 緒 に 連 結 さ れ る と き 、 第 １ の 側 面 エ ッ ジ ８ １ ４ ａ は 、 第 １ の 側 面 エ ッ ジ ８ １ ４ ｂ と 実 質
的 に 整 列 し て い る 。 さ ら に 、 ８ ０ ６ ａ 、 ８ ０ ６ ｂ の ト ン グ 弓 状 の 遠 位 エ ッ ジ ８ １ ０ ａ 、 ８
１ ０ ｂ は 、 好 ま し く は 、 ト ン グ ８ ０ ６ ａ が 凹 部 ８ ０ ８ ｂ 中 に 配 置 さ れ 、 そ し て ト ン グ ８ ０
６ ｂ が 凹 部 ８ ０ ８ ａ 中 に 配 置 さ れ る よ う に 互 い に 重 複 し て い る 。 図 ５ Ｃ に 最 も 良 く 見 ら れ
る よ う に 、 望 ま し く は 、 ト ン グ ８ ０ ６ ａ の 遠 位 エ ッ ジ ８ １ ０ ａ は 、 第 ２ セ ク シ ョ ン ８ ０ ４
ｂ の 遠 位 端 ８ １ ２ ｂ に 接 触 ま た は 隣 接 し て 横 た わ り 、 そ し て ト ン グ ８ ０ ６ ｂ の 遠 位 エ ッ ジ
８ １ ０ ｂ は 、 第 １ セ ク シ ョ ン ８ ０ ４ ａ の 遠 位 端 ８ １ ２ ａ に 接 触 ま た は 隣 接 し て 横 た わ る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 こ こ で 図 ９ Ａ お よ び ９ Ｂ を 参 照 し て 、 本 開 示 の な お 別 の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 開 創 器 は
、 一 般 に 、 開 創 器 １ ２ ０ ０ と し て 指 定 さ れ て い る 。 開 創 器 １ ２ ０ ０ は 、 細 長 い シ ャ フ ト １
２ ０ ４ 、 お よ び シ ャ フ ト １ ２ ０ ４ の 遠 位 端 １ ２ １ ３ か ら 延 び 、 そ し て そ れ と 作 動 可 能 に 係
合 可 能 な 複 数 の フ ィ ン ガ ー 要 素 １ ２ １ ２ ａ 、 １ ２ １ ２ ｂ お よ び １ ２ １ ２ ｃ を 含 む 。 開 創 器
１ ２ ０ ０ は ま た 、 そ れ を 通 っ て 配 置 さ れ る 複 数 の ケ ー ブ ル １ ２ ０ ６ ａ 、 １ ２ ０ ６ ｂ お よ び
１ ２ ０ ６ ｃ を 含 み 、 こ れ ら は 、 外 科 医 に よ っ て 、 ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ を 通
っ て 挿 入 さ れ た 創 器 １ ２ ０ ０ を 形 成 、 ア セ ン ブ ル お よ び ／ ま た は 構 成 す る た め に 遠 隔
か ら 作 動 可 能 で あ る 。 各 ケ ー ブ ル １ ２ ０ ６ ａ ～ １ ２ ０ ６ ｃ は 、 個 々 の ケ ー ブ ル １ ２ ０ ６ ａ
～ １ ２ ０ ６ ｃ か ら 、 そ し て 対 応 す る フ ィ ン ガ ー 要 素 １ ２ １ ２ ａ ～ １ ２ １ ２ ｃ 中 に 延 び る コ
ー ド １ ２ ２ ５ ａ ～ １ ２ ２ ５ ｃ の 束 を 含 む 。 コ ー ド １ ２ ２ ５ ａ ～ １ ２ ２ ５ ｃ の 各 束 は 、 次 に
、 最 終 的 に は 、 隣 接 す る フ ィ ン ガ ー 要 素 １ ２ １ ２ ａ ～ １ ２ １ ２ ｃ を 、 各 フ ィ ン ガ ー 要 素 １
２ １ ２ ａ ～ １ ２ １ ２ ｃ 中 に 形 成 さ れ た 一 連 の 側 面 ポ ー ト １ ２ ３ ０ ａ ～ １ ２ ３ ０ ｃ を 通 っ て
そ れ ぞ れ 互 い に 接 続 お よ び ／ ま た は 相 互 接 続 す る 個 々 の コ ー ド 要 素 （ 図 示 せ ず ） に 分 離 す
る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ７ 】
【 図 １ Ａ 】 図 １ Ａ は 、 本 開 示 の １ つ の 実 施 形 態 に 従 っ て 構 築 さ れ た 内 視 鏡 開 創 器 の 側 断 面
図 で あ り 、 ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ を 通 じ る 挿 入 の た め に 構 成 さ れ て 示 さ れ る 。
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【 図 １ Ｂ 】 図 １ Ｂ は 、 図 １ Ａ の 実 施 形 態 に よ る 開 創 器 の 側 断 面 図 で あ り 、 こ の 開 創 器 の 第
３ の セ ク シ ョ ン が 組 織 を 開 創 す る た め の 位 置 に 回 転 さ れ る 配 置 の 第 １ の ス テ ー ジ を 示 す 。
【 図 １ Ｃ 】 図 １ Ｃ は 、 図 １ Ａ お よ び １ Ｂ の 実 施 形 態 に よ る 開 創 器 の 側 断 面 図 で あ り 、 こ の
開 創 器 の 第 ２ の セ ク シ ョ ン が 、 開 創 器 の 第 １ の セ ク シ ョ ン を 係 合 か つ ロ ッ ク す る た め に 移
行 さ れ 、 組 織 を 開 創 す る た め に 開 創 器 を 位 置 決 め す る 配 置 の 第 ２ の ス テ ー ジ を 示 す 。
【 図 １ Ｄ 】 図 １ Ｄ は 、 別 の 実 施 形 態 に よ る 開 創 器 の 斜 視 図 で あ り 、 こ こ で 、 面 取 り さ れ た
ト ン グ 様 適 合 が 、 第 ２ の セ ク シ ョ ン と 第 １ の セ ク シ ョ ン と の 互 い の 係 合 を 容 易 に す る た め
に 利 用 さ れ る 。
【 図 １ Ｅ 】 図 １ Ｅ は 、 図 １ Ｄ 中 の 線 １ Ｅ － １ Ｅ に 沿 っ て と ら れ た 断 面 図 で あ り 、 第 １ の セ
ク シ ョ ン に 対 し て 第 ２ の セ ク シ ョ ン を 遠 隔 に 移 行 す る た め に 用 い ら れ る 一 対 の ケ ー ブ ル を
示 す 。
【 図 １ Ｆ 】 図 １ Ｆ は 、 図 １ Ｄ 中 の 線 １ Ｆ － １ Ｆ に 沿 っ て と ら れ た 断 面 図 で あ り 、 第 １ の セ
ク シ ョ ン に 対 し て 第 ２ の セ ク シ ョ ン を 遠 隔 に 移 行 す る た め に 用 い ら れ リ ボ ン 様 ケ ー ブ ル を
示 す 。
【 図 １ Ｇ 】 図 １ Ｇ は 、 さ ら な る 実 施 形 態 に よ る 開 創 器 中 の 機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス の 斜 視
図 で あ り 、 第 １ の セ ク シ ョ ン お よ び 第 ２ の セ ク シ ョ ン を 示 す 。
【 図 １ Ｈ 】 図 １ Ｈ は 、 図 １ Ｇ の 実 施 形 態 に よ る 機 械 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス の 斜 視 図 で あ り 、
異 な る 位 置 に あ る 第 ２ の セ ク シ ョ ン を 示 す 。
【 図 １ Ｉ 】 図 １ Ｉ は 、 代 替 の 実 施 形 態 に よ る 第 １ の セ ク シ ョ ン の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ Ｊ 】 図 １ Ｊ は 、 図 １ Ｉ の 実 施 形 態 に よ る 第 １ の セ ク シ ョ ン お よ び 第 ２ の セ ク シ ョ ン
を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 図 ２ Ａ は 、 本 開 示 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 開 創 器 の 側 立 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｂ 】 図 ２ Ｂ は 、 図 ２ Ａ の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 開 創 器 の 側 立 面 図 で あ り 、 組 織 を 開
創 す る た め に 位 置 決 め さ れ た 開 創 器 を 示 す 。
【 図 ２ Ｃ 】 図 ２ Ｃ は 、 ３ つ の セ ク シ ョ ン を 有 す る さ ら な る 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 開 創 器 の
側 立 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｄ 】 図 ２ Ｄ は 、 さ ら な る 実 施 形 態 に よ り 内 視 鏡 開 創 器 の 前 立 面 図 で あ り 、 ロ ッ ク 機
構 を 示 す 。
【 図 ３ Ａ 】 図 ３ Ａ は 、 本 開 示 の な お 別 の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 開 創 器 の 側 立 面 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｂ 】 図 ３ Ｂ は 、 図 ３ Ａ の 内 視 鏡 開 創 器 の 側 立 面 図 で あ り 、 組 織 を 開 創 す る た め に 位
置 決 め さ れ た 開 創 器 を 示 す 。
【 図 ４ Ａ 】 図 ４ Ａ は 、 本 開 示 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 器 官 開 創 器 の 概 略 側 立 面 図 で あ
り 、 第 １ ま た は 延 び た 状 態 で 示 さ れ る 。
【 図 ４ Ｂ 】 図 ４ Ｂ は 、 図 ４ Ａ の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 器 官 開 創 器 の 概 略 側 立 面 図 で あ り 、
第 ２ ま た は 部 分 的 に 縮 ん だ 状 態 で 示 さ れ る 。
【 図 ４ Ｃ 】 図 ４ Ｃ は 、 図 ４ Ａ お よ び ４ Ｂ の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 器 官 開 創 器 の 概 略 側 立 面
図 で あ り 、 第 ３ ま た は 完 全 に 縮 ん だ 状 態 で 示 さ れ る 。
【 図 ４ Ｄ 】 図 ４ Ｄ は 、 図 ４ Ａ ～ ４ Ｃ の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 器 官 開 創 器 の 図 ４ Ａ に 示 さ れ
る 、 示 さ れ た 領 域 の 斜 視 詳 細 図 で あ る 。
【 図 ５ Ａ 】 図 ５ Ａ は 、 本 開 示 の な お 別 の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 器 官 開 創 器 の 第 １ の セ ク シ
ョ ン の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｂ 】 図 ５ Ｂ は 、 図 ５ Ａ の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 器 官 開 創 器 の 第 ２ の セ ク シ ョ ン の 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｃ 】 図 ５ Ｃ は 、 図 ５ Ａ お よ び ５ Ｂ の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 開 創 器 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ Ａ 】 図 ６ Ａ は 、 本 開 示 の さ ら な る 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 開 創 器 の 前 立 面 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｂ 】 図 ６ Ｂ は 、 図 ６ Ａ の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 開 創 器 の 側 立 面 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｃ 】 図 ６ Ｃ は 、 別 の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 開 創 器 の 前 立 面 図 で あ る 。
【 図 ７ Ａ 】 図 ７ Ａ は 、 本 開 示 の な お 別 の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 開 創 器 の 左 側 立 面 図 で あ る
。
【 図 ７ Ｂ 】 図 ７ Ｂ は 、 図 ７ Ａ の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 開 創 器 の 前 立 面 図 で あ る 。
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【 図 ７ Ｃ 】 図 ７ Ｃ は 、 図 ７ Ａ お よ び ７ Ｂ の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 開 創 器 の 右 側 立 面 図 で あ
る 。
【 図 ８ Ａ 】 図 ８ Ａ は 、 本 開 示 の な お 別 の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 開 創 器 の 前 立 面 図 で あ る 。
【 図 ８ Ｂ 】 図 ８ Ｂ は 、 図 ８ Ａ の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 開 創 器 の 側 立 面 図 で あ る 。
【 図 ９ Ａ 】 図 ９ Ａ は 、 本 開 示 の な お 別 の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 開 創 器 の 前 斜 視 図 で あ り 、
第 １ ま た は ア セ ン ブ ル さ れ て い な い 形 態 で 示 さ れ 、 こ こ で 、 一 連 フ ィ ン ガ ー 要 素 は 、 組
織 を 開 創 す る た め に 協 働 す る 。
【 図 ９ Ｂ 】 図 ９ Ｂ は 、 図 ９ Ａ の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 開 創 器 の 前 斜 視 図 で あ り 、 第 ２ ま た
は ア セ ン ブ ル さ れ た 形 態 で 示 さ れ て い る 。
【 図 １ ０ Ａ 】 図 １ ０ Ａ は 、 本 開 示 の な お 別 の 実 施 形 態 に よ り 、 そ し て 組 織 を 開 創 す る た め
の ス コ ッ プ 様 形 態 を 有 す る 内 視 鏡 開 創 器 の 前 斜 視 図 で あ っ て 、 第 １ ま た は ア セ ン ブ ル さ れ
て い な い 形 態 で 示 さ れ る 。
【 図 １ ０ Ｂ 】 図 １ ０ Ｂ は 、 図 １ ０ Ａ の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 開 創 器 の 前 斜 視 図 で あ り 、 第
２ ま た は ア セ ン ブ ル さ れ た 形 態 で 示 さ れ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ の Ａ お よ び Ｂ は 、 本 開 示 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 開 創 器 の 概 略 図 で
あ り 、 こ こ で 、 図 １ １ の Ａ は 第 １ ま た は 挿 入 ／ 引 抜 き 形 態 に あ る 器 官 開 創 器 を 示 し 、 そ し
て 図 １ １ の Ｂ は 、 第 ２ ま た は 退 避 形 態 に あ る 器 官 開 創 器 を 示 す 。
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